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【研究成果の概要】 （ 文 字 の 大 き さ 9 ポ イ ン ト ・ 字 数 800 字 ～ 1600 字 程 度 ）  
 本 研 究 は 2015 年 （ 平成 27 年 ） 6 月 に 文 部 科 学 大 臣 に よ っ て出 さ れた 「 国 立 大 学 法人 等 の組 織 及 び

業 務 全 般 の 見 直し に つい て 」以 後 の 国 立 教員 養成 系 大 学・学 部 の 改革 と再 編 の 動 向 を 高等 教 育研 究 の

立 場 か ら 、 探 究す る もの で あ る 。  

 期 間 中 の 研 究は 、（ 1） 高 等 教 育 の 立場 か ら教 員 養 成 政 策 の把 握 、 (2)教 員 養 成 系 大学 ・ 学部 、 な ら

び に 教 職 課 程 設置 一 般大 学 の 個 別 具 体的 な 動向 の 整 理 、（ 3）研 究 成果 の 発 表 と い う形 で 進め て き た 。 

 (1)教 員 養 成 政策 の 展開 と し て は 、 2017 年 8 月 に 発 表 さ れ た「 国 立教 員 養 成 大 学 ・学 部 、大 学 院 、

附 属 学 校 の 改 革に 関 する 有 識 者 会 議 報告 書 」等を 通 じ て 、高 等 教 育の 側か ら 教 員 養 成 の改 革 動向 を つ

か む と 共 に 、ダ ブ ルメジ ャ ー 論 等 、新 た な動き に 対 し て 自 身の 考 えを 深 め 、研 究 に 反 映させ て い っ た

（ 研 究 成 果 ⑧ ）。も う 一つ の 動 向 は 、 初等 中 等教 育 局 を 中 心 に進 め られ る 教 職 課 程 コア カ リキ ュ ラ ム

に 関 わ る 議 論 であ り 、「大 学 が 教 職 課 程を 編 成す る に 当 た り 参考 に する 指 針 」 を 定 め、 各 大学 が 責 任

を も っ て 教 員 養成 に 取組 む 仕 組 み を 構築 す るも の と い う が、現 在 は 教科 教 育 の モ デ ルコ ア カリ キ ュ ラ

ム の 策 定 作 業 も続 い てい る 。 研 究 期 間中 は 広島 大 学 に お い て開 催 され た 「『 教 科 教 育モ デ ルコ ア カ リ

キ ュ ラ ム の 策 定事 業 』報 告 会 」に参 加 し（ 別経 費 使 用 ）、「 学 び 続 ける 教 員 」を育 成 す る 小学 校 教 員 養

成 モ デ ル コ ア カリ キ ュラ ム の 開 発 動 向を 吸 収し た 。  

 (2)個 別 具 体 には 、 HATO プ ロ ジ ェ ク ト を 構 成す る 比 較 的 大 規模 な 教員 養 成 単 科 大 学で あ る北 海 道 教

育 大 学・愛 知 教 育 大学・東 京 学 芸 大 学・大 阪教育 大 学 の 改 組 なら び に改 革 動 向 を 様 々な 側 面か ら 把 握

し 、 加 え て 申 請書 記 載の 鳴 門 教 育 大 学等 新 構想 大 学 や 明 星 大学 等 私立 大 学 の 動 向 にも 目 配り し た 。  

 (3)以 上 の 研 究を ふ まえ 、個 人 の 研 究 と して は東 京 学 芸 大 学 に即 し 近 20 年 に 遡 り 、教 員 養 成 カリ キ

ュ ラ ム の 開 発 と組 織 開発 の 関 連 を 問 う論 文 を発 表 し （ 研 究 成果 ① 、② ）、 所 属 プ ロ ジェ ク トの 共 同 研

究 の 成 果 と し ては 、日 本教 師 教 育 学 会（ 研 究 成 果③ 、④ ）や日 本 教 育 大学協 会 研 究 集 会（ 研 究 成 果⑤ ）、

HATO プ ロ ジ ェ ク ト 最 終年 度 報 告 （ 2017 年 12 月 9 日 、 学 術 総 合 セ ンタ ー ）、 研 修 ・ 交流 支 援部 門 フ ォ

ー ラ ム （ 研 究 成果 ⑦ ）に お い て 、 所 属部 門 を代 表 し て 発 表 した 。  

 こ れ ら の 発 表を 通 じて 、副 産 物 とし て は 大学 改 革 に お け る「 研 修」の 限 界 に 対 す る認 識 から「 FDer

（ フ ァ カ ル テ ィ・ デ ィベ ロ ッ パ ー ）」 の枠 に おさ ま ら な い 観 点の 獲 得や 本 学 に お い て進 め てき た 「 学

内 授 業 を 活 用 し た PD プロ グ ラ ム 」 を 「 SoTL（ Scholarship of Teaching and Learning）」 の視 点か ら

読 み 直 す 等 、 今後 の 教員 養 成 の 改 革 と再 編 を研 究 し て い く 上で 基 軸と な る 新 た な 方向 性 を見 出 し た 。 

【研究成果発表方法】 
（ 論 文 ）  

① 下 田 誠「 東 京 学 芸大 学に お け る 実 践 的な 教 員養 成 カ リ キ ュ ラム の 開発 と 組 織 開 発 ― 2000 年 以 降 の 授

業 科 目 群 に 即 して 」『 第７ 回 中 日 教 師 教育 学 術研 究 集 会 報 告 論文 集 』（掲 載 決 定 、兵庫 教 育 大 学連 合 大

学 院 博 士 課 程 基準 に 準拠 す る 学 術 論 文、 研 究集 会 は 北 京 師 範大 学 にお い て 2017 年 12 月 1 日 に 開 催 ） 

（ 学 会 発 表 ）  

② 下 田 誠 「 カ リキ ュ ラム の 実 質 化 か らみ た 大学 教 員 の 専 門 性開 発 -国立 教 員 養 成 系 大学 を 事例 に 」 日

本 高 等 教 育 学 会 第 20 回大 会 、 東 北 大 学、 2017 年 5 月 27 日  

③ 下 田 誠・三 石 初 雄・荒 巻 恵 子・望 月 耕 太「教 員 養 成 に 携 わる 教 職員 の 力 量 構 造」開 発 の意 義 に つ い

て 」 日 本 教 師 教育 学 会第 27 回 研 究 大 会 報 告 、奈 良 教 育 大 学 、 2017 年 10 月 1 日  

④ 荒 巻 恵 子・下 田 誠・三石 初 雄・望 月耕 太「研 修プ ロ グ ラ ム に おけ る 評価 測 定 モ デ ル の効 果 検証 ― 教

員 養 成 開 発 連 携機 構 研修 ・ 交 流 支 援 部門 の 取り 組 み か ら ― 」同 上  

⑤ 下 田 誠 ほ か 13 名 「 教員 養 成 な ら で はの 教 職員 PD（ Professional Development） プ ログ ラ ム」 の 実

践 ― HATO プ ロ ジ ェ ク ト研 修 ・ 交 流 支 援部 門 の取 組 か ら ― 」 平 成 29 年度 日 本 教 育 大 学協 会 研究 集 会 、

刈 谷 市 総 合 文 化セ ン ター 、 2017 年 10 月 14 日  

⑦ 下 田 誠 「『 教 員養 成 なら で は の 教 職 員 PD プ ログ ラ ム 』 の 開 発 」（ 研 修・ 交 流 支 援 部 門フ ォ ーラ ム 、

東 京 八 重 洲 ホ ール 、 2018 年 3 月 15 日 ）  

（ そ の 他 ）  

⑧ 横 山 吉 樹 ほ か 20 名（筆 者 15 番 目 ）「 研 修・交流 支 援 部 門 」『 教員 養 成開 発 連 携 機 構 最終 年 度報 告 書 』

2017 年 12 月  

※ 発 表 論 文 名 （ 口 頭 発 表 を 含 む ）， 氏 名 ， 学 会 誌 等 名 （ 投 稿 中 ・ 投 稿 予 定 ・ 執 筆 中 ） を 記 入 す る こ と 。  

※ 本 経 費 を 用 い て 、 報 告 書 （ 冊 子 等 ） を 作 成 し た 場 合 に は 、 本 様 式 と と も に 1 部 を 提 出 す る こ と 。  

な お 、 提 出 さ れ た 報 告 書 は 教 育 実 践 研 究 推 進 本 部 を 通 じ て 附 属 図 書 館 へ 寄 贈 す る 。  


